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１．研究計画の概要 
 本研究は、日本語の大規模な電子資料（コ
ーパス）を用いて日本語文法の未開拓の基礎
的な諸問題を考察することにより、(1)電子
資料に基づく日本語研究の基盤の形成と発
展に寄与するとともに、(2)電子資料利用の
目的である日本語研究そのものに対して実
質的な貢献をもたらすことを目的としてい
る。 
 
２．研究の進捗状況 
 国立国語研究所で構築中の『現代日本語書
き言葉均衡コーパス』、自作 Web コーパス、
国会会議録データ、Yahoo!知恵袋ベータ版デ
ータといった、最近利用可能になった各種の
電子資料を用いて、コピュラ述語文や複合辞
を始めとする日本語文法の基礎的な諸問題
の考察を進めている。 
(1) まず、電子資料に基づく日本語研究の基
盤の形成と発展への寄与という目的につい
ては、下記のような取り組みを行った。 
①日本語 KWIC 索引生成ソフトウェアの開
発・公開 
②巨大な Web コーパスの作成 
③サーチエンジンの比較と評価 
④Web 上で日本語の用例を自由に検索できる
サイトの作成・公開 
⑤入門書『コーパス日本語学ガイドブック』
（共著）の刊行 
(2) 次に、コーパスを用いた日本語研究その
ものの発展という目的については、下記のよ
うな研究を行った。 
①コピュラの異形態の使用実態の詳細な調
査・分析 
②複合辞概念の再考 

③個別の複合辞の用法の詳細な分析 
④現代日本語文法の通時変化の分析 
⑤日本語コーパスからのコロケーション情
報の抽出手法の開発とコロケーション概念
の再検討 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
 複数の種類の大規模な Webコーパスを作成
し、それらを積極的に活用したことにより、
文法事象の分析が当初の計画以上に促進さ
れた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでの研究手法をいっそう発展させ、
また、それを新たな文法事象に適用すること
により、さらなる研究成果の獲得を目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 
①自作ソフトウェア公開ページ 

http://www.let.osaka-u.ac.jp/~tanomur
a/index.cgi?menu=resources 
②日本語用例検索システム 

http://www.tokuteicorpus.jp/team/jpli
ng/kwic/ 
 


